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【要約】 

複雑化した現代社会の中で，子どもの貧困、不登校、虐待、援助交際、家庭内暴力，非

行、心身症，自殺、いじめなど、子どもをめぐる問題が断続的に多発している。このよう

な問題の渦中にある子どもたちは，気質的な問題を抱えていたり，特異的な環境に置かれ

ていたりするなど特別な条件を必ずしも備えている子どもばかりではない。現代社会にお

いては，どの子どもも問題を抱える可能性を持っているといえる。 

 

社会福祉の原理ともいえる人間観の中に、「Person-in-situation」というものがある。こ

れは人間が環境との相互作用の中に，自分を見出す存在であることを指す。他者との関係

性を生きることはまさに，社会や集団の中でほどよく適応し、社会の中で豊かに生きてい

く上で、欠かせないものだといえる。この概念を具体化したものが，2008年の木村らの

「関係性のなかでの自立」尺度である。「関係性のなかでの自立」とは，自分と他人の境

界（自他境界）が明確でありながら人と交わることのできる能力」と定義されている（木

村2008） 

 

そうしたことから、筆者は、自我形成の課題に取り組む過程の子どもたちにおいては、

対人関係を発達させていくための自己における基盤も形成過程にあると考え、基盤を形成

していることを表す「関係性のなかでの自立」ではなく，形成している過程にあることを

示す「関係性を生きる力1」とした。 

 

 

 小学校高学年、中学校、高校のアンケート調査をもとに因子分析を行った。関係性を生

きる力は以下の2つのことが考察される。①が第一因子、②が第2因子のことを指す。 

 

①事故封鎖性、親密孤立、親密な他者の存在、他者軽視から「ほどよい人間関係を生き

る」とした 

 

②自己実現態度、自尊感情から「前向きに生きる」とした 

 

1 対人関係を発達させる基盤として、「対人関係において，他者に飲み込まれることなく、また自己に固

執し閉じこもることもなく、人と人との相互作用のなかに関係性を存在させることのできる力 


